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研究成果の概要（和文）：冷戦終結後のグローバル化の進展で、国境を越える人・モノ・カネ・
情報などの流れが劇的に増加し、その負の側面である、越境犯罪や違法移民、環境問題、感染
症などの諸問題が、地域や国家、社会の安定と安全を脅かしているという認識から、これらの
問題を安全保障の対象とする「非伝統的安全保障」という概念が生まれた。本研究が対象とし
た東南アジア地域は、こうした「越境する脅威」への対処能力が十分でない国もいまだに存在
し、何らかの対策が急がれている。本研究では東南アジアにおける「非伝統的安全保障」問題
について、越境犯罪や人身売買、感染症、違法伐採などを事例として研究をおこなった。その
結果、「越境する脅威」を「安全保障化」することにより、問題解決のために国家の対処能力の
向上や地域協力の重要性が認識されるようになり、それまで脆弱な立場に置かれていた人々の
安全が守られるようになる可能性がある一方で、過度に「安全保障化」されることで、逆に人
権侵害や環境破壊などが進展する危険性があること、さらに「非伝統的安全保障」という言説
を巧みに利用して、自己の権益を拡大しようとする集団がいることなどが明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）：After the end of the Cold War, the globalization has drastically 
accelerated the trans-border transaction of people, goods, money and information. With 
this acceleration, the trans-border problems such as trans-border crimes, illegal migration, 
environmental problems, and infectious diseases have been recognized as those 
endangering the state and society and the regional community. The new concept of 
“Non-traditional Security” was born in this context in order to securitize the above 
trans-border problems. Southeast Asia with some low-capable states is facing serious 
challenges of these new security issues. Our research dealt with the trans-border crimes, 
human trafficking, infectious diseases and illegal logging in this area and found out the 
following points. With the “securitization” of trans-border threats, the states have been 
required to raise their capability to deal with these issues and tackle with them in the 
regional cooperation framework. This change is positive in a sense that the states are now 
required to secure those in the fragile positions from the trans-border threats. There has 
also emerged a possibility that the “over-“securitization of the threats has become the 
reasons to violate the human rights and accelerate the environmental destruction. And 
some state and social agencies and organizations have shrewdly obtained or aggrandized 
the politico-economic stakes by securitizing some issues.  
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１．研究開始当初の背景 
冷戦終結後のグローバル化の進展に伴い、

国境を越える人・モノ・カネ・情報の流れが
劇的に増加し、地域や国家、社会の在り方が
変化してきている。そして、人・モノ・カネ・
情報などの流動性の増大が引き起こす負の
側面として、越境犯罪、違法移民、環境破壊、
感染症、資源枯渇などがある。これらの国境
を越えて国家や社会の安定を脅かす諸問題
を、国際関係論や安全保障研究の分野では、
従来の軍事的脅威とは異なる新たな「脅威」
として安全保障化し、「非伝統的安全保障」
という枠組みで研究が行われている。しかし、
この国際関係論や安全保障の専門家による
「非伝統的安全保障」研究は、理論研究に終
始し、実際に現場で生じている事態から乖離
しがちである。本来、地域や国家、社会に大
きな影響を与えるこれらの国境を超えて広
がる諸問題は、地域の実情に精通している地
域研究者こそが、最も効果的に分析できるは
ずである。このような問題意識に立ち、本研
究計画を立案した。 
 
２．研究の目的 

上記の 1 で記したような背景から、本研究
においては、東南アジア諸国の地域研究専門
家が研究代表者、分担者、連携研究者となり、
現地の情報をもとに問題点を的確に把握し、
その上で地域間協力を視野に入れた解決の
処方箋を 4年間の研究で提示することを目的
とした。 
 
３．研究の方法 
 基本的には、年度の初めと終わりに定期会
合を持ち、各研究者が毎年度、最低一度は現
地調査を行うという形をとった。そして、本
研究の終了する一年前に国際ワークショッ
プを開催して、研究代表者、分担者、連携研
究者が最終成果となる編著本のための原稿
を準備して、それを発表した。また、2010
年 6 月には比較政治学会全国大会において、
研究代表者、分担者からなる自由企画５：「東
南アジアにおける非伝統的安全保障問題」と
いうセッションを組んで発表を行った。 
 
４．研究成果 
 研究の結果、東南アジアの非伝統的安全保
障問題について、大きく次の三つの視点が重
要であることが明らかになった。まず、伝統
的安全保障の下では切り捨てられてきた問
題が、非伝統的安全保障問題として「安全保

障化」されることにより、国家や地域が取り
組むべき課題として認識されつつあること
である。例えば、辺境地の難民や感染症など
の問題が安全保障化されることにより、国家
や地域が重点的に取り組むべき課題となり、
解決への取り組みが始まっている。ここで重
要なことは、非伝統的安全保障が対象とする
国境を超える脅威の多くは、地域や国家、社
会の様々な側面に影響を与えるものであり、
決して単一の観点や方法論だけでは解決で
きず、さまざまな分野の専門家が協力して取
り組むべき課題であること、そして国家の対
処能力を向上させるだけではなく、地域の枠
組みでの協力体制の構築が不可欠であるこ
とである。また誰の、どのような安全が脅威
にさらされており、その是正のためにはどの
ような形で安全保障化するべきであるのか
(もしくはしない方がよいのか)、という視点
を忘れないことも必要である。そしてこのよ
うな取り組みには、現場の知見に精通してい
る地域研究の専門家からのインプットが不
可欠である。 
 二点目に、「安全保障化」しようとしてい
る主体が誰であり、どのような形でそうしよ
うとしているのかに着目する必要性である。
麻薬問題を例にとると、若年齢層にも常習者
が増え、人道的観点から安全保障上の課題と
する国が東南アジアの中にも出てきている。
しかしこの「安全保障化」により、タクシン
政権下のタイの場合、麻薬撲滅の名のもとで
タクシンは自らに敵対的な地方の有力者を
弱体化させたり、懐柔したりすることに成功
するだけではなく、軍が握ってきた麻薬の流
通ルートをタクシンに近い警察が奪うこと
に成功したと言われている。或いは、インド
ネシアの場合、新たに創設された国家麻薬庁
が、麻薬撲滅のスローガンの下、巧みに権限
増大、予算拡大に成功した。言わば、グロー
バルに通用する非伝統的安全保障という言
説を利用して、自己の権益拡大というアジェ
ンダを実現したるのである。こうした「安全
保障化」が作り出す負の側面は、理論研究を
中心とする国際関係論や安全保障研究より
も、地域研究の視点からこそ見えてきたもの
である。 
 三点目は、ある問題が非伝統的安全保障上
の課題になることで、意図せざる問題が発生
していることである。たとえば、インドネシ
アでは、エネルギー安全保障の実現を一つの
正当化事由として、アブラヤシ農園拡大が見
られている。しかしその結果、慣習地や生物



多様性の消滅などが生じている。また、違法
移民の問題が非伝統的安全保障上の課題と
なったことで、入国管理が強化された結果、
特定の外国籍者や民族の入国を厳しくする
という人権侵害がまかり通るということが
起きている。 
 以上の視点を踏まえ、最終成果物として現
在、東南アジアの非伝統的安全保障に関する
編著を編集中であり、今年度中の出版を目指
している。 
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